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発現する症例において転写因子 single-minded 2 (SIM2)が高発現することが見
出されていた。SIM2は 21番染色体の Down syndrome chromosomal region
にあり、basic HLH (helix-loop-helix)-PER-ARNT-SIM (bHLH-PAS)ファミリ
ーに属する。他の bHLH-PASファミリーである ARNTとヘテロ 2量体を形成




ーンや機能は異なる。本研究では、ESCC における SIM2 の発現とその臨床的
意義を評価し、癌の分化や CRT感受性における機能的役割を in vitroおよび in 

















いて検討した。SIM2 安定発現細胞株では DNA 修復遺伝子である FANCD2、
BRCA1、XRCC5や抗酸化酵素遺伝子である SOD2の発現が抑制されており、



























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 8月 1日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
